




要約:学校での「医療的ケア」は現状の法解釈では合法的とはいいがたい。当面は以下に

示す厳密な条件下で重度・重複の児童・生徒のケアをすべきだと考える。(1)教育の一貫

として学校保健行為の一つとして位置づける。 (2)ケアの手技の獲得、研修、フォローは

主治医の責任下にあり、主治医の充分な指導と理解が必須である。  (3)必ず一人一人の

ケア内容をマニュアル化し、学校内では看護免許を持った養護教諭が中心に担任教諭を含

めた個々の特定集団が実施すべきである。(4)学校医はケアの必要性や方法を点検し、指

導・助言を定期的に行う必要がある。 養護学校の校医は、在籍児童・生徒の病態を理解

できる専門の医師が望ましい。


